
第13回全国和牛能力共進会

～各地区出品対策協議会の取組～
① 安来市全共・全ホル出品対策協議会

② 全国和牛能力共進会松江市出品対策協議会

③ 全国和牛能力共進会雲南市出品対策協議会

④ 第13回全国和牛能力共進会奥出雲町出品対策協議会

⑤ 第13回全国和牛能力共進会飯南町出品対策協議会

⑥ 全国和牛能力共進会出雲市出品対策協議会

⑦ 第13回全国和牛能力共進会大田市出品対策協議会

⑧ 全国和牛能力共進会島根おおち出品対策本部協議会

⑨ いわみ中央種畜共進会運営協議会

⑩ 全国和牛能力共進会西いわみ出品対策協議会

⑪ 第13回全国和牛能力共進会隠岐島前地区出品対策協議会

⑫ 全国和牛能力共進会隠岐の島町出品対策協議会



【安来市全共・全ホル出品対策協議会】全共の取組を通じた肉用牛生産振興

１.候補牛管理指導事業
全共出品候補牛の状態を確認し、飼養者に対し指導を行う。
４区：候補牛巡回指導(月１回)

体測、飼料計算による栄養度管理、状態確認
正姿勢への誘導指導、繁殖(授精・分娩)管理
(候補牛集畜指導も計画)

２.候補牛への支援事業
全共出品候補牛の健全な生育や健康管理、飼養者の負担軽

減のため各種支援を行う。
①異常産防止支援
候補牛に対し異常産予防注射を推進し、実施牛について
支援を実施

②管理強化支援
   2,3区：精液導入・交配を支援、販売・保留支援も計画

４区：候補牛の管理状況に合わせ粗飼料やビタミン剤を
配布
牛舎消毒用の消石灰を配布

 6,7区：ET受卵牛及び産子の体温調整用空調の購入を支援
③削蹄推進支援
４区：候補牛の削蹄費用を支援

④牛舎簡易改修支援
４区：候補牛牛舎の牛つなぎ場の

コンクリート舗装

⑤ヘルパー派遣
４区：飼養者の労力軽減のためヘルパー(３名程度)を

派遣する予定

３.彦右衛門蔓牛改良事業

彦右衛門蔓牛の育種活動と普及を図り、全共で優秀な成績
を収めるための取組をしている「能義和牛育種組合」に対し
各種支援を行う。
①保留支援
彦右衛門蔓牛の子牛を繁殖用雌牛として保留・導入した
組合員へ支援

②貴功彦号(彦右衛門蔓の種雄牛)交配支援
貴功彦号の交配に協力した組合員・受精師へ支援

③貴功彦号精液購入支援
貴功彦号の精液を購入した組合員へ支援

④貴功彦号産子価格補償
貴功彦号産子を売却した際の価格補償
※第13回全共の２区、３区候補牛育成のほか、第14回全
共に向けた取組にも支援予定

今後の課題
・飼養者の高齢化に伴う飼育頭数減少及び労力不足
・能義和牛育種組合員以外の賛同・協力をどう取り付けるか
・飼料価格等高騰による飼養者の費用負担増をどうするか

①
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全共の取組を通じた肉用牛生産振興について
― 全国和牛能力共進会松江市出品対策協議会 ―

〇取組を通じて期待できること

・県代表出品牛を目指すことにより生産者の意欲・知識・技術の向上が期待される。

〇課題

・生産者の高齢化、後継者や新規就農者不足により生産者が減少している。

・生産者の減少により飼養頭数が減少している。

・飼養頭数の少ない生産者が多く、規模拡大が進んでいない。

令和８年１月２７日（火）の第２回産子調査より

②
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全国和牛能力共進会雲南市出品対策協議会の取り組み

（取組み方針）

全国和牛能力共進会雲南市出品対策協議会では、２区・３区（若雌区）の出品について、改良組合を中心に
取り組む方を選定し地域の協力を得て出品を目指します。また、６区（総合評価）は、種牛能力と産肉能力を
総合評価する出品区であり、雲南市の改良の成果を効果的に全国にPRすることができる区であるため、強力
に取り組みを推進することとし、重点区として県代表としての出品・上位入賞を目指します。

※６区は飯石育種組合での取り組みとなるため、飯南町との連携を図り、足並みを揃えた対策を行います。

（取組みの状況）
２区・３区（若雌区）

現在、改良組合を中心に全共に取り組む方を選定し、協力体制を構築中です。
12月下旬より候補牛となる産子が生まれてくるため、 巡回調査を行い候補牛の
斡旋を行う。

６区（総合評価群）
飯石育種組合では、全共に向けて「寿久」の指定交配を実施。12月24日に候

補牛の巡回調査・検討会を飯石育種組合で実施。７頭の産子が生まれており、雌
産子は３頭。今後も生まれてきた産子 について、逐次、巡回調査を実施する。

（取組みを通じて期待できること、課題）
寿久の現状と今後の利活用について

６区では、全共候補の「寿久」の雌産子を雲南市の繁殖基盤へ、また、雄の産子
については飯石育種組合の種雄牛候補生産に向けて巡回調査を強化していく。

検討会の中では、前回の反省を踏まえ飼養管理方法を確立し地域の素牛生産への
糧になるような活動を行う。

③
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全共の取組みを通じた奥出雲町の肉用牛生産振興

１ 全共と肉用牛生産振興
・高齢化による離農など飼養戸数減少に伴う生産基盤の脆弱化はあるものの
全共への出品挑戦や上位入賞を通じて生産振興が進むよう出品対策に取組む。

（１）担い手を中心とした全共出品への取組み。

（２）遺伝的多様性の確保と地域の特色ある牛づくり

２ 出品取組状況
（１）第１区（若雄）

①系統の特色ある遺伝子の保留・固定が目的
②系統雌牛[なをら系×若百合号]の受精卵移殖
③雄牛４頭、雌牛３頭が誕生

（２）第４区（繁殖雌牛群）
①令和５年度から候補牛の調査・選抜
②候補牛１０頭
③支援 （削蹄、粗飼料）

【第１区（若雄）】

【第４区（繁殖雌牛群）】

④
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（３）第５区（高等登録群）
①令和５年度から候補牛の調査・選抜
②候補牛１組（母—娘—孫娘）
③支援 （削蹄、粗飼料）

（４）第６区（総合評価群）種牛群
①受胎頭数３４頭（分娩中）
②重点区
③担い手で出品計画

（５）第６区～第８区（肉牛区）
・県より受精卵移殖に多大なるご尽力を賜り、
多くの子牛生産ができましたこと感謝申し上げます。

①雄牛１８頭、雌牛５頭が誕生
②巡回調査 （いずれも発育良好）
③雌牛は今後の調査状況を踏まえて保留検討

【第５区（高等登録群）】

【第６区（総合評価群）】

【第６区～第８区（肉牛区）】
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第13回全共飯南町出品対策協議会 取組発表

①全共に取り組む目的
・候補牛の飼育管理や調教指導、研修会等を通じて担い手の育成につなげる（技術継承）
・全共出品牛等の優良牛の確保による生産基盤の強化
・集畜し出品協全体で取り組む事により農家及び関係者の関係性強化につなげる

出品協目標
「６区（総合評価群区）を重点区とし、県代表としての出品、上位入賞を目指す」

②前回全共の課題を踏まえた取組事項
・農家件数の減少→大規模酪農家との協力が必要（受精卵移植等）
・研修会や集畜を通して地域内の担い手育成（削蹄師等）
・飼育管理の負担軽減→集畜管理による負担軽減、群の斉一性を求める

⑤
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③対策経過
R4年度
・全共出品に向けた計画策定（6区を重点区とし2区3区にも取り組む）
R5年度
・獣医師を講師に「受胎率向上研修会」を開催
R6年度
・獣医師を講師に「子牛育成等に関する研修会」を開催
・町共進会に併せて「調教指導会」を開催
・飯石育種組合及び飯南町和牛改良組合を中心に６区「寿久」の交配推進
・町出品協として、交配にかかる手数料を全額補助（実績：21頭）
・飯石育種組合現地検討会を開催し、全共出品への戦略検討
R7年度
・獣医師を講師に「飼育管理に関する研修会」を開催
・6区産子調査及び巡回指導（1回目12/24、2回目3月）
・町出品協として、子牛育成にかかる飼料代助成（ミルク等）
R8年度予定
・6区集畜場整備
・研修会の開催
・巡回・調教指導
・町出品協補助金（保留助成・飼料費助成等）

第13回全共飯南町出品対策協議会 取組発表
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いずも地区協議会取組項目について

○取組項目 期待される効果
・ドナー牛の選定をゲノミック評価優先

※若齢牛からの採卵をすることで将来に
繋がる

・紀多姫号の選定

※出雲管内の種雄牛が全国に飛躍して欲
しいと願いを込めて

・リシピエント牛確保に向けた協議会独自
事業の設立

※出生牛３５頭を目標した取組

・出生牛に対して発育強化向上に向けた
資材配布

○今後の課題点等
・リシピエント牛確保

今後繁殖和牛が減少していく中でいかに
協議会として確保を目指していくか。

・ドナー牛並びに種雄牛選定の調整

全国１を目指し、超高能力の牛を改良して
いく必要がある。

⑥
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大田市の全共の取組について
協議会

４月３０日：大田市出品対策協議会設立総会
活 動

８月２８日：肉牛区巡回（本部）
１１月１０日：肉牛区巡回（地区）
１１月１２日：肉牛区巡回（地区）
１月２９日：肉牛区巡回（本部）

出品対策強化支援

９月１日：ネオドリンク-HGの配布

⑦
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H31.3月

石見和牛プロジェクト調印

R6.11月

肉牛区受精卵移植

R７.2月

特別区種牛選定

R７.３

出品対策協議会設立

R7.3～9月

特別区出品候補牛作出

R7.5・6月

和牛審査研修会

R7.7月

和牛飼養管理研修会

R7.9月

肉牛区候補牛出生

R7.11月

郡子牛共進会

島根おおち管内全共取組

全共の取組を契機に、今後も地域畜産の活性化と
担い手育成のため、関係機関での協力をより強固
なものにしていきたいと考えております。

矢上珀寿だよ

⑧
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第１３回全国和牛能力共進会

いわみ中央種畜共進会運営協議会

第６区 総合評価群
第７区 脂肪の質評価群
第８区 去勢肥育牛

(いわみ中央地区全国和牛能力共進会出品対策協議会)

⑨
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全国和牛能力共進会西いわみ出品対策協議会

全共の取組みを通じた肉用牛生産振興について

●取組みの狙い

第１３回全国和牛能力共進会への出品に向けて取組むことで、和

牛改良組合員の和牛生産に対する意識高揚と和牛生産技術の向上

を図り、優良な和牛産地としての名声を全国に広げる

●取組みを通じて期待できること

優良雌牛生産による市場購買者の増加

西いわみ地域を中心に飼養されている系統牛からの種雄牛造成

●課題

新規就農者の確保

和牛飼養農家の高齢化

●現在の取組み状況

若雌区（２、３区）の分娩確認、高等登録群（５区）の資格・本牛確認

肉牛区候補牛４頭育成中

肉牛区産子調査

肉牛区候補牛

⑩
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隠岐島前地区協議会の取組状況

１ 取組みのねらい
○優良繁殖雌牛群の造成
肥育素牛産地であると同時に、繁殖素牛産地としての
母牛群整備
○地域内からの出品（種牛区・肉牛区）実現

２ 取組みを通じて期待されること
○繁殖雌牛改良の意欲向上
産肉能力＋体型改良＋連産性・子育て能力の高い
繁殖牛の保留
繁殖雌牛の若返り
○子牛育成技術の向上
肥育農家から評価される子牛育成技術の確認
○肥育技術の向上
〇若い生産者の出品意欲の向上

３ 取組みにあたっての課題
○町村により、共進会への熱意に温度差

写真上 肉牛区向け子牛の発育調査
写真下 種牛区向け交配候補母牛の事前調査

⑪
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隠岐の島町地区協議会の取組状況

１ 取組みのねらい
○地区内の優良雌牛の増頭による
   肥育素牛だけでない繁殖雌牛の産地化

２ 取組みを通じて期待されること
○子牛育成～母牛の飼養管理技術向上
○地区内の技術継承による担い手育成

３ 取組みにあたっての課題
○地区内で農家間の意見交換の場を
    つくり、情報の共有体制を構築すること

⑫

14


	スライド 1: 第13回全国和牛能力共進会
	スライド 2: 【安来市全共・全ホル出品対策協議会】全共の取組を通じた肉用牛生産振興
	スライド 3: 全共の取組を通じた肉用牛生産振興について ― 全国和牛能力共進会松江市出品対策協議会 ―
	スライド 4: 全国和牛能力共進会雲南市出品対策協議会の取り組み
	スライド 5: 全共の取組みを通じた奥出雲町の肉用牛生産振興
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: いずも地区協議会取組項目について
	スライド 10: 大田市の全共の取組について
	スライド 11
	スライド 12: 第１３回全国和牛能力共進会
	スライド 13: 全共の取組みを通じた肉用牛生産振興について
	スライド 14
	スライド 15

